
１

中
高
年
齢
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を
め
ぐ
る

現
状
と
問
題

　
先
の
バ
ブ
ル
景
気
期
に
、
需
要
増
大
へ
の
対
応
や

経
営
の
多
角
化
、
新
規
事
業
の
開
拓
な
ど
で
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
を
大
量
採
用
し
た
こ
と
。
団
塊
世
代
（
五

十
歳
代
前
半
）
の
中
高
年
化
か
進
ん
で
い
る
こ
と
等

に
よ
っ
て
、
各
年
齢
層
を
通
じ
組
織
の
肥
大
化
が
目

立
っ
て
い
る
。
特
に
大
企
業
に
お
い
て
、
年
功
賃
金

で
コ
ス
ト
の
高
い
中
高
年
を
中
心
と
し
た
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
の
余
剰
感
が
高
ま
り
、
ま
た
、
金
融
機
関
等

の
破
綻
が
相
次
ぐ
な
か
で
リ
ス
ト
ラ
が
進
行
し
た

(
図
１
、
図
２
参
照
）
。

　
我
が
国
で
は
、
ソ
フ
ト
化
、
サ
ー
ビ
ス
化
の
進
展

と
い
っ
た
経
済
構
造
、
産
業
構
造
の
転
換
が
進
む
と

と
も
に
、
高
学
歴
化
の
進
展
、
若
年
者
の
意
識
変
化

等
に
よ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
志
向
の
増
大
に
よ
り
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
後
、
大
企
業
を
中
心
と
し
て

管
理
部
門
の
縮
減
な
ど
に
よ
る
事
業
再
構
築
が
進
み
、

昭
和
四
十
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
に
大
量
採
用
さ

れ
た
団
塊
の
世
代
を
中
心
と
し
て
、
中
高
年
齢
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
の
雇
用
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
構
造
的
変
化
が
加
速
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
他
方
、
中
堅
・
中
小
企
業
を
中
心
と
し
て
、
こ
れ

ら
中
高
年
齢
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
対
す
る
強
い
需
要

も
あ
り
、
ま
た
、
産
業
全
体
の
成
熟
化
の
下
で
も
円

高
や
規
制
緩
和
の
進
展
に
伴
う
新
た
な
産
業
分
野
の

創
出
も
期
待
さ
れ
、
こ
う
し
た
産
業
へ
の
円
滑
な
労

働
移
動
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
量
的
な
拡
大
を
み
せ
て
い
る
中
高
年

齢
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
が
現
在
な
ぜ
問
題
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

①
―
不
況
の
長
期
化
と
中
高
年
齢
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

を
中
心
と
し
た
余
剰
感
の
高
ま
り

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
離
職
者
等
の
再
就
職

支
援

　
最
近
の
我
が
国
に
お
い
て
は
、
景
気
が
停
滞
し
て

い
る
中
で
、
経
済
構
造
・
産
業
構
造
の
大
き
な
変
化

に
直
面
し
て
お
り
、
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
が
続
い

て
い
る
。
特
に
管
理
・
事
務
系
職
種
の
雇
用
状
況
は

厳
し
く
、
平
成
十
年
一
月
の
有
効
求
人
倍
率
（
パ
ー

ト
を
除
く
常
用
）
は
、
管
理
職
で
〇
・
三
〇
倍
、
事

務
職
で
○
二
九
倍
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
金
融
機
関
等
の
破
綻
が
相
次
ぐ
な
か
で
、

現
在
、
大
都
市
圏
の
公
共
職
業
安
定
所
、
人
材
銀
行

を
中
心
に
、
定
年
を
待
た
ず
に
リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
に

よ
り
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

求
職
者
（
そ
の
多
く
は
労
働
市
場
や
求
職
活
動
に
つ

い
て
の
知
識
が
な
く
、
年
収
・
処
遇
の
低
下
に
対
す

る
心
構
え
が
で
き
て
い
な
い
）
が
着
実
に
増
加
し
つ

つ
あ
り
、
今
後
は
、
さ
ら
に
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
職
業
安
定
機
関
と
し

て
は
、
経
済
団
体
等
と
も
連
携
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で

公
共
職
業
安
定
所
と
っ
な
が
り
の
薄
か
っ
た
企
業
等

に
対
し
て
積
極
的
な
求
人
開
拓
等
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
経
済
団
体
と

の
恒
常
的
な
連
絡
・
訪
問
が
可
能
な
関
係
の
構
築
を

図
る
こ
と
と
し
た
。

①
―
産
業
雇
用
情
報
連
絡
協
議
会
の
設
置

　
各
都
道
府
県
に
お
い
て
、
職
業
安
定
機
関
、
地
方

自
治
体
、
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
支
部
、
経
済
団

体
等
を
構
成
員
と
す
る
「
産
業
雇
用
情
報
連
絡
協
議

会
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
上
記
の
機
関
や
団
体
等
が
連
携

体
制
を
築
き
、
地
域
の
雇
用
失
業
情
勢
に
係
る
情
報

交
換
を
行
い
つ
つ
、
地
域
に
お
い
て
効
果
的
な
雇
用

対
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
各
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
こ
の
協
議
会
の
場
を

活
用
し
て
、
経
済
団
体
等
に
対
し
て
求
人
確
保
の
協

力
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
経
済
団
体
等
と
連
携
し

た
求
人
確
保
及
び
求
人
情
報
の
提
供
等
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
方
策
を
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
　
特
集
・
多
様
化
す
る
働
き
方
と
こ
れ
か
ら
の
都
市
②
1
1
1
治
体
現
場
か
ら
み
た
就
労
問
題
の
諸
相
と
就
労
支
援

図一１　中高年齢ホワイトカラーの過剰雇用の発生状況図一２　中高年齢ホワイトカラーの過剰雇用の要因・理由
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出
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財
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業
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用
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定
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ン
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の

役
割
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つ
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高
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カ
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～
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奈
川
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材
銀
行
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口
か
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緑
川
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１２３４



②
―
経
済
団
体
、
個
別
企
業
等
に
対
す
る
協
力
要
請

と
求
人
開
拓
の
推
進

　
各
都
道
府
県
、
各
公
共
職
業
安
定
所
及
び
人
材
銀

行
に
お
い
て
は
、
「
管
理
・
事
務
系
職
種
等
求
人
連

絡
票
」
も
活
用
し
な
が
ら
、
経
済
団
体
等
と
連
携
し
、

求
人
確
保
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
と
き
、
大
都
市
等
に
お
い
て
は
、
人
材
銀
行

と
公
共
職
業
安
定
所
が
連
携
し
、
雇
用
保
険
受
給
者

を
含
む
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
離
職
者
の
求
職
情
報
を
活

用
し
た
求
人
開
拓
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
個
別
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
求
人
開
拓
も
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
「
管
理
・
事
務
系
職
種
等
求
人
連
絡
票
」

を
活
用
す
る
流
れ
と
し
て
は
、
経
済
団
体
等
か
ら
そ

の
傘
下
の
企
業
等
に
配
布
し
て
も
ら
い
、
企
業
に
お

い
て
求
人
の
意
向
が
あ
る
際
に
は
連
絡
票
に
所
用
事

項
記
入
の
上
、
公
共
職
業
安
定
所
又
は
人
材
銀
行
に

送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
公
共
職
業
安
定
所
、

人
材
銀
行
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
て
把
握
さ
れ
た
求

人
情
報
に
基
づ
き
、
当
該
求
人
企
業
へ
連
絡
・
訪
問

し
、
求
人
開
拓
を
実
施
し
て
い
る
。

③
―
経
済
団
体
等
と
連
携
し
た
求
人
情
報
の
提
供

　
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
求
職
者
等
に
対
し
て
、
求
人
情

報
を
よ
り
幅
広
く
提
供
す
る
た
め
、
産
業
雇
用
安
定

セ
ン
タ
ー
、
経
済
団
体
等
と
連
携
し
た
求
人
情
報
の

提
供
を
実
施
す
る
。

　
こ
れ
は
求
人
情
報
等
を
幅
広
く
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
求
職
者
が
よ
り
手
軽
に
多

く
の
情
報
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

　
公
共
職
業
安
定
所
や
人
材
銀
行
の
求
人
惰
報
、
産

業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
の
出
向
受
入
情
報
、
及
び
経

済
団
体
等
が
収
集
し
て
い
る
求
人
情
報
等
を
前
記
①

の
協
議
会
で
の
協
議
に
基
づ
い
て
、
で
き
る
だ
け
相

互
に
提
供
し
、
公
共
職
業
安
定
所
等
が
経
済
団
体
等

の
求
人
情
報
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
も
活
用

し
た
職
業
相
談
・
職
業
紹
介
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

④
―
求
人
開
拓
推
進
員
の
配
置

　
産
業
雇
用
情
報
連
絡
協
議
会
の
開
催
、
経
済
団
体

等
と
連
携
し
た
求
人
確
保
及
び
地
域
の
雇
用
失
業
情

勢
に
対
応
し
た
求
人
開
拓
一
般
を
推
進
す
る
た
め
、

各
都
道
府
県
、
各
公
共
職
業
安
定
所
・
人
材
銀
行
に

求
人
開
拓
推
進
員
を
全
国
で
約
六
百
人
（
う
ち
臨
時

的
な
も
の
が
約
二
百
人
）
配
置
す
る
。

　
こ
れ
は
、
企
業
Ｏ
Ｂ
等
こ
れ
ま
で
の
経
歴
か
ら
企

業
と
の
つ
な
が
り
や
企
業
に
関
す
る
知
識
を
も
つ
人

を
委
嘱
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
幅
広
い
求

人
開
拓
を
行
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

⑤
―
就
職
面
接
会
等
の
実
施

　
就
職
面
接
会
や
管
理
選
考
（
注
）
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
各
公
共
職
業
安
定
所
等
に
お
い
て
実
施

し
て
い
る
が
、
前
記
②
や
③
に
よ
り
把
握
し
た
求
人

情
報
を
活
用
し
な
が
ら
、
就
職
面
接
会
等
を
実
施
し
、

積
極
的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
就
職
面
接
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
必
要
に
応

じ
て
、
管
内
の
経
済
団
体
等
と
も
連
携
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。
（
資
料
出
所
　
・
労
働
省
「
職
業

安
定
広
報
」
　
一
九
九
八
・
三
・
二
一
）

３
ｙ

失
業
な
き
労
働
移
動
（
出
向
・
移
籍
）
～
（
財
）

産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て

　
昭
和
六
十
二
年
、
（
財
）
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

の
発
足
か
ら
今
日
に
至
る
十
年
余
の
間
に
、
我
が
国

経
済
は
円
高
不
況
か
ら
バ
ブ
ル
景
気
を
経
て
、
金
融

機
関
の
破
綻
が
相
次
ぎ
、
現
在
は
、
国
際
化
や
規
制

緩
和
の
進
展
を
背
景
と
し
て
産
業
構
造
の
転
換
が
す

す
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
企
業
で
は
、

現
在
も
事
業
再
構
築
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
中
高
年

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を
中
心
に
今
後
と
も
厳
し
い
雇
用

情
勢
が
続
く
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
深
刻
な
雇
用
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
、
産
業

間
、
企
業
間
の
労
働
力
の
需
要
・
供
給
の
具
体
的
な

情
報
を
収
集
し
、
企
業
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
相

談
を
行
い
、
出
向
、
移
籍
に
よ
り
従
業
員
を
失
業
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
移
動
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す

る
こ
と
を
狙
い
と
し
、
労
働
省
や
主
要
業
界
団
体
に

よ
り
同
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、

出
向
移
籍
に
つ
い
て
、
企
業
間
の
話
し
合
い
を
仲
介

す
る
だ
け
で
な
く
、
中
高
年
齢
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

に
限
っ
て
セ
ン
タ
ー
に
匿
名
の
登
録
を
し
て
も
ら
い
、

そ
の
人
た
ち
の
職
歴
、
資
格
、
能
力
等
の
詳
細
な
個

人
情
報
も
登
録
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
人
達
を

即
戦
力
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
す
る
企
業
、
団
体
施

設
な
ど
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
出
向
受
け
入
れ
情
報
に

結
び
つ
け
る
。
そ
の
受
け
入
れ
情
報
は
、
国
内
の
も

の
ば
か
り
で
な
く
、
海
外
の
も
の
も
あ
る
。
そ
の
他
、

能
力
開
発
に
関
す
る
情
報
の
入
手
も
相
談
可
能
と
し

て
い
る
。

４
一
神
奈
川
人
材
銀
行
の
概
要

①
―
設
置
目
的

　
人
材
銀
行
は
「
管
理
職
」
「
技
術
職
」
「
専
門
職
」

等
、
高
度
な
知
識
と
豊
か
な
経
験
を
も
つ
中
高
年
齢

（
注
）
求
職
登
録
者
を
選
抜
し
て
行
う
就
職
面
接

　
会
の
こ
と
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者
の
再
就
職
の
促
進
と
、
産
業
界
が
期
待
す
る
有
為

な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
国
が
設
置
し
た
も
の
で
あ

る
。

②
―
沿
革

　
昭
和
四
十
四
年
五
月
、
「
横
浜
人
材
開
発
銀
行
」

（
横
浜
市
中
区
山
下
町
三
十
二
、
神
奈
川
県
横
浜
合

同
庁
舎
六
階
）
と
し
て
発
足
、
そ
の
後
、
昭
和
四
十

六
年
八
月
「
神
奈
川
人
材
銀
行
」
に
改
称
、
昭
和
四

十
七
年
十
月
「
神
奈
川
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に
移

転
、
さ
ら
に
平
成
七
年
九
月
新
設
さ
れ
た
「
か
な
が

わ
労
働
プ
ラ
ザ
」
に
移
転
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

組
織
上
は
、
横
浜
公
共
職
業
安
定
所
の
も
と
に
置
か

れ
て
い
る
。

表－１　業務の取扱範囲

③
―
業
務
の
取
扱
範
囲
と
推
移

　
管
理
職
・
技
術
職
・
専
門
職
の
求
人
、
求
職
に
限

ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
の
範
囲
は
表
１
、
ま
た

業
務
取
扱
の
推
移
は
図
３
の
と
お
り
で
あ
る
。

④
―
平
成
九
年
度
神
奈
川
人
材
銀
行
業
務
概
況

　
平
成
九
年
度
の
新
規
求
職
者
数
は
前
年
比
六
・
九

％
増
の
三
千
五
百
四
十
三
人
、
新
規
求
人
数
は
同
○
・

図一３　開設以来の業務取扱推移

八
％
増
の
二
千
六
百
六
十
二
人
で
、
新
規
求
人
倍
率

は
同
比
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
減
の
〇
・
七
五
倍
で
あ
っ

た
。
就
職
数
は
同
比
五
・
四
％
減
の
四
百
五
十
五
人

で
就
職
率
は
一
二
・
八
％
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
当

人
材
銀
行
で
は
、
事
務
系
管
理
職
（
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
)

の
求
職
者
が
増
加
す
る
一
方
で
求
人
側
の
約
七
五
％

が
技
術
職
を
求
め
て
い
る
と
い
う
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
状

況
が
続
い
て
い
る
。

　
年
齢
別
で
は
、
前
年
度
同
様
六
十
～
六
十
四
歳
が

二
七
・
六
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
五
十
五
～
五
十

九
歳
が
二
一
・
五
％
、
五
十
～
五
十
四
歳
（
団
塊
の

世
代
）
一
九
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
五
十
歳
以
上

が
全
体
の
七
五
％
を
占
め
て
い
る
（
図
４
）
。

　
退
職
理
由
別
で
は
、
求
職
者
の
四
人
に
一
人
は
現

在
在
職
中
だ
が
、
前
職
を
退
職
し
た
理
由
別
と
し
て

は
、
一
身
上
の
都
合
、
定
年
退
職
、
規
模
縮
小
・
事

業
不
振
な
ど
が
多
い
。
不
況
が
続
く
中
、
倒
産
・
閉

鎖
に
よ
る
退
職
者
が
前
年
度
の
倍
近
く
に
な
っ
て
い

る
の
も
特
徴
で
あ
る
（
表
２
）
。

　
い
づ
れ
に
し
て
も
、
団
塊
の
世
代
が
「
失
業
な
き

労
働
移
動
（
出
向
・
移
籍
）
」
及
び
リ
ス
ト
ラ
の
対

象
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
な
お
、
就
職
者
数
減
少
の
要
因
と
し
て
は
、
企
業

能
力
（
求
人
）
と
労
働
能
力
（
求
職
）
間
の
賃
金
及

び
職
種
等
の
希
望
条
件
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
考
え
ら
れ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
神
奈
川
人
材
銀
行
室
長
〉

一
　
特
集
・
多
様
化
す
る
働
き
方
と
こ
れ
か
ら
の
都
市
②
自
治
体
現
場
か
ら
み
た
就
労
問
題
の
諸
相
と
就
労
支
援

年齢別退職理由図一４退職理由表－2
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